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羊水申ダルコ-ス濃度,細胞数,白血球エステラーゼ

の所見は CAM,胎児感染の診断に有用と考えられ,グ

ルコース濃度は敏感度.特異度とも90%以上だった.

9)出生前診断で嚢胞を指 摘 さ れ た 胆 道 閉鎖症

の1例
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症例は46生E]の男児.胎生24遇 より肝下面に直径

2cm の嚢胞を指摘され,37遇2812g で出生 した.総

胆管の拡張を認め,生後2週間は黄色憶であったことか

ら,先天性胆道拡張症として経過観察された,しかし37

EHこ開腹手術を施行された.手術所見では総胆管の嚢腫

状拡張と肝PEト部微小肝腎間存.肝内胆管の雲母状変化を

伴うⅠ型胆道閉鎖症であった.肝門部空腸吻合郡内狭窄

のため,再手術を1嶺0病日に再手術を施行したが,以後

順調に経過し黄喧は消失Lた,

10)出生前 診 断 さ れ た 泌尿器疾患の治療方針
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1987年から1997年までの11年間に当科で扱った出生

前診断症例は64例で,腎尿路疾患は29例45%を責めた.

腎孟尿管移行部閉塞による水腎症16例,多蛮性異形成腎

7例,原発性閉塞性巨大尿管 2例,両側勝耽憩室 1例,

膝枕尿管逆流2例であった.腎孟尿管移行部閉塞による

水腎症は4度以上の水腎で利尿レノグラムでラシックス

に反応のない12例を手術適応とし,いずれも腎壕をおか

ず -一期的に Anderson-Hynes腎孟形成を行った.千

術H令は5から232日 (中央値58E_i)だった.多(#性異

形成腎はいずれも経過観察したが,2才過ぎても縮小 し

ない3例で切除した.原発性閉塞性巨大尿管は1刑は生

後26日に一期的に,1例は腎壌造設後.生後45日に.梶

管陣批吻合を行った.VUR の 1例は生後3か月で逆

流防止術を行い.1例は経過観察した.両側晴耽憩室は

生後10か月で,憩室切除.尿管晴耽吻合術を行った.全

例腎機能は保たれ良好に経過している.

ll)右横隔膜ヘ ルニアの 1例 (tL11生前診断例)
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ず95年以降当科で経験した先天性横隔ヘルニア症例は

8例で,いずれも生直後発症例であり,待機手術にて対

応 してきた く内死亡 2例).

このうち最近経験 した症例は,出生前診断された右横

隔膜発症例で,肝右葉も横障内 (左側にまで及ぶ)に陥

入した横隔膜全欠損の重症型であった.これに対 し,坐

後4日目に開胸腹手術にてパッチ (ゴアテックス)を用

いて開銀した.

術後8病日頃までは比較的順調に経過したが,同10病

[-]肺高血圧 (PPHN)の再増悪をきた し呼吸循環不全

にて死亡した.
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1)EPOCH療法が奏功した高悪性 度悪性 リン

パ 膿 の-例
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症例は84歳,女性.蹄耽内腺痛にて尿閉状態 となり,

当院泌尿器科へ紹介入院.末梢血中に異型 リンパ細胞を


